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1. 一般市民向けの自動運転に関する正しい情報の継続的な発信
(1)一般市民向けウェブサイト「SIP café～自動運転～」の開設、活用
 動画やアニメ、画像やイラストを活用し、自動運転に対する興味を喚起。
 自動運転に明るいコラムニスト、ライターが記事を執筆し、平易な言葉で説明し、
正しい理解を増進。

 週一回以上の継続的な更新
(10月11日オープン以降、記事37本、コラム10本の掲載 *12月3日現在)。

市民等に向けた情報発信と理解増進

SIP café ～自動運転～
QRコード

コンテンツ 更新頻度
SIP-adusインフォ 週に1～2本
自動運転ニュース 週に1～2本
自動運転ガイド 基本固定
自動運転用語集 基本固定（予定）
コラム 10～15日毎



市民等に向けた情報発信と理解増進

1. 一般市民向けの自動運転に関する正しい情報の継続的な発信（続き）
(2)パンフレットの作成及び配布
 平易な言葉と画像やイラストでシンプルに解説した小冊子の作成、イベント等での
配布。

【ハンドブック内容】
• 自動運転の定義
• 自動運転実現までのシナリオ
• 東京臨海部実証実験紹介 等

(2)マスメディアを通じた情報発信
 記者レクの実施（9月5日、葛巻PDからSIP自動運転及び実証実験の概要説明
と質疑応答を実施。一般紙、ウェブメディア等を中心に14社19名が参加）。

2︓双方向型情報発信によるコミュニケーション強化
(1)SIP café ～自動運転～と連動したフェイスブックアカウントの運営

(2)シンポジウムの開催
 11月２日東京モーターショー内でのシンポジウムの開催。
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